
















Parent's Occupation and parent-child relationship of undergraduates 
Y泣lkohS泣oh(Fi.αculty 01 Humαれ Sciences，U:γziveγsity 01 Tsukubα， Tsukubα305-8572， ]吋α叫
Using the same measure as did prior research， a questionnaire was designed to assess differences 
in psychological experience of undergraduates based on parents' occupation. It inquired about parents' 
occupation， influences of parents' occupation， evaluation of parents' occupation， and positive affect for 
their parent. This questionnaire was administered to undergraduates (N = 507， 326 in educational and 
181 in medical departments). Results indicated that parents' occupation was one factor influencing the 
parent-child relationship of undergraduates， which corroborated the present research. Undergraduates 
with parents that are teachers， or doctors， choose the same occupation as their parents， not because 
they were requested to succeed their parents' occupation by their parents， but because others had 
praised them highly for their parents' occupation. 































j職種には， 底的(森・松j甫， 2007). 教訓Ii(l王いこ1:1・
小)1. 1985)などが知られている。涯学部生の医学
部選択理由では，両親のどちらかが医師[iであるとい
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のの， 1"なってほしいJ1"どちらかといえばなってほ

































項 I~I) ， 4) 親の}職搬業に対対-する号詰;1刊i
子親見に対する背肯昼定的!感惑i情育 (計-6 J項〕頁司i自ヨ)， 6) 就業意識
および人格)I~J&の指標の項目(計18項目:アイデン
ティティの形成の桂度を表す項目として，三好・大
野・|村島・若j京・大野 (2003) による S-ESDSの
I"identity達成 vsidentity拡散」の尺度7項目から
抜粋した5項目，およびセルフエスティームの高さ
を表す項 I~l として， 11本・松井.iJ_j成(1982)から
抜粋した4項目を含む)であった。評定項目はすべ
て5件j去を用い， 1"いいえ(1 ) J1"どちらかという
といいえ(2 ) JIどちらともいえない(3 ) J1"どち



















ら326名(男子140，女子186)， I~I立大学医学部 i 校
から181名(男子103，女子78)，計507:1=1 (男子243，























外:0.0%)， i公務員J45人 (84.4%， 15.6%， 0.0%)， 
f自営業J20人 (85.0%，15.0%， 0.0%)， 1"教員J
60人 (61.7%，38.3%， 0.0%)， 1"看護師J6人 (0.0%，
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F6親の職業が身近であること(3 攻 I~I :α=.72) 
殺の職業に対する~'Ffíllï






F2アイ 7ゴンティティ ( 5 立~ I~ :α.71) 
F3セルフエスティーム(4項目 .α=.71)
F4職業を考えることへの積極性 (2項目 α=.64) 





















会社員 公務員 自営業 教員 看護flm
人数 % 人数 % 人数 % 人数 % 人数 % 人数
教育学部 93 51.1% 25 13.7% 12 6.6% 45 24.7% 3 1.6% 4 
医学部 17 13.7% 20 16.1 % 8 6.5% 15 12.1 % 3 2.4% 61 
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が示された。
親の職業を継ぐことの要請の得点にも有意差が見


















会社員 公務員 自営業 教員 看護師 医者 多重比較の結果
(n = 110) (η=45) (n = 20) (η=60) (n = 6) (n=65) 
家業や職業を子が継ぐことに賛罰する価値観の認知
2.96(0.60) 3.11 (0.55) 2.92(0.66) 2.93(0.49) 2.67(0.52) 2.89(0.52) 
家業や職業を子が継ぐことの困難さを指摘する価値観の認知
2.96(0.83) 3.12 (0.81) 2.65(0.73) 2.97(0.58) 2.58 (0.97) 2.78(0.76) 
親の職業を加味して評価される経験 医>教〉自立看 z公
1.16(0.42) 1.54(0.64) 1.70(0.60) 2.82(0.97) 1.69 (1.18) 3.21 (0.75) i玄>教>1主〉会
殺の職業を継ぐことの要請 医>教>会
1.15(0.35) 1.34 (0.54) 1.50(0.82) 1.73(0.74) 1.50(0.61) 2.60(1.06) 医>看=1主=公
来Qの職業をほめられる経験 !室>教〉公=自>会
2.03(1.15) 3.06 (1.28) 2.85 (1.25) 3.72(1.09) 3.33(1.79) 4.35(0.89) 
優秀で、あるようにとの要請
2.24(1.04) 2.56(1.15) 2.29(0.97) 2.23 (1.04) 2.54(1.63) 2.45(1.13) 
問題を起こさないようにとの要請
2.83 (1.07) 3.07(1.1) 2.98(0.81) 3.03(0.99) 2.96(1.09) 2.49 (1.16) 
親の職業が身近であること iき>医>公立会
1.93(0.89) 2.19(0.92) 3.97(1.20) 3.23(1.01) 3.00(1.49) 2.92 (1.19) 教=医〉公=会
親の]職業に対する肯定的評価 i室=教>公=会=自
3.55 (0.78) 3.92(0.60) 3.34(0.58) 4.51 (0.43) 4.40(0.41) 4.56(0.44) 看>会=自
親の職業に対する忌避感情
1.57 (0.70) 1.69(0.75) 1.78 (0.84) 1.82(0.78) 1.44(1.09) 1.88(0.83) 
親に対する肯定的感情
4.09 (0.92) 4.02(0.94) 4.03(0.85) 4.29 (0.81) 4.67(0.52) 4.06(0.82) 
親との向職就業意向 底>教>公立自
1.26(0.63) 1.84 (1.06) 1.32(0.71) 3.28(1.43) 2.56 (1.42) 3.90(1.1) i室〉教>公〉会
l室>肴>会
アイデンティティ
2.95(0.82) 3.08(0.95) 3.10(0.82) 3.04(0.93) 2.97(0.77) 3.04(0.78) 
セルフエスティーム
3.21 (0.84) 3.28(0.96) 3.25(1.08) 3.45(0.74) 3.00(0.42) 3.32(0.78) 
職業を考えることへの積極性
3.80(0.98) 3.51 (1.06) 3.18(1.26) 3.84(1.00) 4.00(0.95) 3.65(1.04) 
職に就くことへの意識の高さ





り (F(5，300)= 24.11. Pく.01.偏イータ 2乗0.29)，
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路を選択しているということであろう。
それ.12).、外に差が見られた変数は 2つあり，親の職
業が身近で、あること (F(3，302)= 9.06， Pく.001，偏
イータ 2乗0.08)では，①教教>③医非=②教非，
③医医>②教訓三となった。問題を起こさないように












①教育学部 ②教育学部 ①医学部 ④医学部
親が教員 親が非教員 主Q.が医者 親が~Iq歪者 多重比較の結果
(η=45) (n = 137) (η= 61) (η ニ63)
家業や職業を子が継ぐことに賛同する価値観のf
2.90(0.51) 3.00(0.60) 2.87(0.51) 2.97(0.57) 
家業や職業を子が継ぐことの困難さを指摘する価値観の認う、IJ
2.92(0.57) 2.98(0.80) 2.79(0.74) 2.92(0.86) 
親の職業を加味して評価される経験
2.99 (0.94) 1.35(0.68) 3.20(0.74) 1.63 (0.75) ③i盟主=①教教>④|ま非=②教非
来日の職業を継ぐことの安詰
1.87(0.74) 1.30(0.57) 2.61 (1.06) 1.23 (0.45) ③医医>①教教>④!豆非=②教訓=
来日の職業をほめられる経験
3.88(1.05) 2.41 (1.32) 4.33(0.90) 2.77(1.33) ③医iま=①教教〉④!豆非=②教非
優秀であるようにとの要請
2.09(0.93) 2.23 (1.00) 2.47(1.10) 2.61 (1.29) 
問題を起こさないようにとの要請
3.01 (1.05) 2.84 (1.02) 2.48(1.17) 3.08(1.05) ①!玄非〉③12f1玄
殺の職業が身近であること
3.19(1.05) 2.27 (1.13) 2.90(1.19) 2.56 (1.24) ①教教〉③i歪非=②教非
①|玄 j室>②教~I=
税のj賎業に対する i寺定的手F如i
4.51 (0.44) 3.67(0.77) 4.55(0.45) 3.86(0.73) ③l主i玄=①教教>④!亙非=②教訓二
殺の職業に対する忌避感情
1.88(0.84) 1.60(0.73) 1.89 (0.82) 1.66 (0.74) 
親に対する肯定的感'1宵
4.26(0‘84) 4.16(0.82) 4.05(0.83) 4.00(1.04) 
まUiとのj可l搬就業意向
3.85 (1.02) 1.50(0.89) 4.04(0.96) l.34(0.72) ③寵12f==①教教>②教非=01豆非
アイデンティティ
3.04(0.94) 2.99(0.85) 3.06(0.78) 3.01 (0.86) 
セルフエスティーム
3.4-1 (0.76) 3.16(0.88) 3.32(0.80) 3.45(0.84) 
職業を考えることへの積極性
3.81 (l.02) 3.64(1.02) 3.66(1.05) 3.80 (l.05) 
l識に就くことへの意識の高さ
4.24(0.94) 4.10(0.98) 4.06(1.02) 4.09(0.88) 
N= 302-306， 多重比較の結果は， 4群の名称を|唱して表している。










る経験(①，③の }I援にs= .30 (t (41) = 2.03， 
p=.049)， 目立.35(t(59) =2.90，戸=.005)) →殺の
職業への肯定的評価 (R2= .07 (F(1，41) = 4.12， 
戸=.049)， R2 =.11 (F(1，59) = 8.44， P = .005)上「親
の職業への肯定的許制Ji(Jil震に日 =.39(t(41) =2.75， 
戸=.009， s = .32 (t(58) 2.62， p = .011))→親との
同職就業意向 (R2=.14 (F (1，41) = 7.54，戸=.009)，
R2 = 23 (F(2，58) = 9.96，戸く.001))j というパスが
得られた。なお①においては，親との同i識就業意向
に対して，親の職業をほめられる経験(日=.30













鍛があり，第一に「優秀さの要請 (s=. -29 (t(40) 
= -2.07，戸=.045))→アイデンテイティ (R2=.18 
(F(2，40) = 5.46， p = .008)) J. 1優秀さの要請 (s= 
.-32 (t (41) = -2.17， p=.036)) →七ルフエス
ティーム (R2= .08 (F(1，41) = 4.73， p = .036)) jと
いう共に負のパスが得られた。第二に「親の!被業を
力1)1床して評価される経験 (s=.37 (t(41) =2.53， p 
= .015))→親の職業への忌避感情 (R2=.11 (F(1，41) 
= 6.39， P = .015)) J. 1親の職業を加味して評価され
る経験 (s=. 32 (t(40) = -2.27. p=.029)) → 







また， 1問題起こすなの要請(日=.31 (t(41) = 




の職業への肯定的評価(日=.26 (t (126) = 3.24， P 
= .002))→親との|可職就業意向 (R2=.15 (F(2，126) 
= 12.4，戸く.001))J. 1親の職業への肯定的許制(。
= .2 (t(128) = 2.53， P = .013))→i識に就く意識の
高さ (R2= .04 (F(1，l28) = 6.38.戸=.013))j1親の
職業への肯定的評価 (s=.29(t(127)立 3.22，戸
=.002)) →親に対する肯定的感情 (R2= .15 
(F(2，127) = 12.55， Pく.001))jというパスが得られ
た。第二に「親に対する i寺定的感情 (s=.1ヲ (t(126) 
=2.27，戸=.025))→職業を考える積極性 (R2= .08 
(F(2，126) = 6.17， P = .003)) J. 1来liに対する肯定的
感情 (s= .25 (t(127) = 3.03， P = .003)) →アイデ
ンティティ (R2 = .10 (F(2，127) = 8.14.戸く.01)) J. 
f親に対する肯定的感情 (B= .50 (t(128) = 6.55，戸






また. 1問題起こすなの要請 (Bエー.22(t(127) 






= .32)→殺との向l散就業意向 (R2= .23) jと，目見
の職業への肯定的評価 (s= .3 (t (58) = 2.70， 
p=.009))→職業を考える積極性 (R2= .27 (F(2，58) 
= 12.02， Tく.001))J. 1親の職業への肯定的評1f1Ji(。
=.45 (t(59) = 3.89.戸く.001))→親に対する肯定的
感'清 (R2=.19(F(1，59) =15.1， 戸く.001))j とい
うパスが得られた。第二に「親に対する肯定的感情
(日 =.30(t(58) =2.43， p=.018))→職業を考える
積極性 (R2= .27) j， 1親に対する肯定的感情
(s = .29)→アイデンティティ (R2= .07) J. 1親に
対する肯定的感情 (B=.35 (t(59) =2.91， p=.005)) 








加えて.r職業継承困難価値観認知 (s= .28 (t(59) 
=2.26，戸=.028))→親の職業への忌避感情 (R2= .06 
(F(l，59) = 5.09. P = .028)) Jという関連がみられた。
①親がi室者ではない医学部生の場合は. r優秀さ
の要請 (s= .27 (t(55) = 2.05.戸=.045))→殺の職
業への忌避感情 (R2= .05 (F(1，55) = 4.20.ρ 
= .045)) J. r優-秀さの要請 (s=. -35 (t(53) = -2.79. 
戸=.007)) →親に対する肯定的感情 (R2= .15 
(F(2，53) = 5.80.戸=∞5)) J. r優秀さの要請 (s= 
.-41 (t(53) = -3.23.戸=.002))→セルフエスティー































料 *ρく001糾 p<.OI本 pく05
Figure 1. ~吏の職業に関連する 16変数( 5水準)でのパス解析結果(①教教 :n=43-44) 















実線lまiE.破線 i主食の 8 を表す。変数名 l立~~去の都合上短めに織犯して表記したt品会がある。
箆密機分析ごとにnが異なるi晶合がある。
半半本 pく001場事 P<.OI.本 pく05
Figure 2. 親の]職業に関連する16変数 (5水準)でのパス解析結果(②教非 :n=12ヲ-135)
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考 察またー「職業継承困難価値観認知(日=.23 (t(54) 
=2.04，ρ= .046))→殺の職業への肯定的評価i(R2 
= .28 (F(3，54) = 8.29， Pく.001))Jという関連と， fl哉
業継承賛同価値観認知 (s=ー.36(t(53) = -7.71. 
































本*本 pく001.本本 ρくむ1￥ p<05 
Figure 3. 来Jil.の職業に関述する16変数(5水準)でのパス解析結果(③ 12S:12S: n=61) 
〈社会の価i霞観の認知〉 〈親の職業から受lする影響〉 〈殺の職業に立せする評価〉 〈続に対する感情〉
8 ヱも~..... 
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